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Tokyo EAT 発足しました
昨今、地域包括ケアシステムが提唱されており、多職種間で

の連携の重要性、地域における情報共有のあり方が問われて
います。地域で暮らし続けるうえで、在宅、施設、病院とおかれ
る環境は移り変わりますが、どこにいても本人の機能に見合っ
た食支援が実践されることは重要です。
この度、地域でこれらの問題を共有し、解決に向けて共に考

える場として、当クリニックが位置する東京都多摩地域を中心
として、 Tokyo EAT（栄養と摂食を考える研究会）が発足しまし
た。
このTokyo EATは、地域で活躍する医師、歯科医師、薬剤師、
看護師、栄養士などの多職種からなる研究会です。地域にお
ける食支援を推し進めるために、カンファレンスや研修会等を
企画していきます。「食べるを支える」ホームページ（右図）もご
注目下さい。

食べるを支えるホームページでは、市販
の介護食やとろみ調整食品がどこで入手

可能か検索が可能です。
嚥下調整食のレシピなど、今後コンテン
ツの充実に向けて取り組んでいます！

多摩クリニックの活動がマスコミに取り上げられています

今年度も多摩クリニックでのとりくみが、テレビ、新聞、雑
誌など多くのマスコミで、取り上げられています。口の機
能の大切さを多くの皆さんにお伝えするには、とても良い
方法と思っています。また、たとえ障害されても、しっかり
支えることができることが重要と考えています。
主な記事、番組
・10月6日 日経新聞 舌の筋トレご存じですか？
・11月15日テレビ朝日 中居正広のミになる図書館
・1月29日 ＮＨＫ ニュース９
・2月23日 週刊文春 舌を鍛えて“寝たきり”予防
・3月9日 読売新聞 口の周りの筋肉を鍛える
・3月12日 ＴＢＳ 健康カプセル！ゲンキの時間
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・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19

℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00） ※完全予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 ○ ○

休

診

○ ○ ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○ ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝祭日を除く
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス
・矯正歯科相談
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Tokyo EAT
研修会のお知らせ

平成29 年度第１回:
平成29年7月4日（火）

19時から
会場；小金井宮地楽器ホール

（小金井市民交流センター）

多
っ多摩地区の小児を対象にした在宅歯科医療を支援する
ために平成27年1月に立ち上げた『多摩小児在宅歯科医
療連携ネット』。その第2回研修会が、平成29年3月23日
（木曜日）に都立多摩図書館セミナールーム（西国分寺駅
南口）で行われました。
第2回目は、小児、特に新生児のグリーフケアを専門と

する、武田康男先生（新生児口腔ケア研究会代表）を講師
に招き、「子どもと家族と歩む いのちとともに歩む」につい
ての内容で講演を行いました。
グリーフケアとは、《グリーフ（grief）は、深い悲しみの意》

身近な人と死別して悲嘆に暮れる人が、その悲しみから立
ち直れるよう、そばにいて支援すること。一方的に励ます
のではなく、相手に寄り添う姿勢が大切といわれる（デジタ
ル大辞泉より抜粋）、のことです。
生まれつき、または、妊娠期間中に、胎児になんらかの

障害があり、長く生きることが困難である可能性を知らさ
れた保護者に対して、どのように接し、歯科医師として、生
まれてきた児に対してどのように口腔ケアを行い、摂食機

能（母乳を吸えるか、哺乳瓶でもいいから口から母乳を飲
むことができるか）を育むか、

３月８日修了式があり、大学院生３名が修了しました。
学位論文の作成にあたって、多くの方々に支えられ学
位を取得することが出来ました。 ４年間の大学院生活
中、普段の診療の中での疑問点を調査、研究すること
で、研究の手技を学ぶだけでなく診療にも活かせたと
考えています。これからも、大学院で学んだことを糧に
診療や研究に取り組み、後輩たちが困っている時に支
えられるような存在になれるよう切磋琢磨していきた
いと思っています。
また今後も、調査などでお声掛けさせていただくこと

があるかと思いますが、ご協力の程宜しくお願いしま
す！

大学院生学位取得

先生方にお祝いを
して頂きました

多摩小児在宅歯科医療
連携ネット研修会報告

数少ない現場のお話を聞くことがで
きました。小児歯科医療を担う身と
しては非常に貴重な講演でした。
残念ながら、当ネットの講習会は、

一般向けではないですが、歯科・福
祉・障害児に関係がある方々は参
加できますので、機会があれば、ご
参加の程、よろしくお願い致します。

ニューズレター編集 菊谷 武・田村文誉
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